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１ リニア中央新幹線の現状

3

① ②

③

出典：リニア中央エクスプレス建設促進期成同盟会HPを元に作成

現状

大阪 名古屋 東京

山梨長野

静岡

大阪・京都・
兵庫・奈良・
滋賀

愛知・岐阜・
三重

神奈川・千葉・
埼玉

1,986万人 1,123万人

220万人 89 万人

379万人

3,447万人

約150分 大阪 名古屋 東京

約60分

リニア実現後
約7,000万人

約40分約20分
経済効果約16.8兆円経済効果約16.8兆円

リニア中央新幹線は、東京大阪間を最高速度５００㎞/hのリニアモーターカーによって結ぶ新たな新幹

線であり、全国新幹線鉄道整備法（全幹法）に基づき諸手続きが進められています。

飯田

約約2525分分 約約4545分分

(１)リニア中央新幹線とは
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44

基本計画の決定

調査の指示

営業主体、建設主体の指名

整備計画の決定

建設の指示

工事実施計画の申請・認可

着工

・地形・地質等

・供給輸送力等
・施設・車両の技術の開発
・建設の費用
・そのた必要な事項

・走行方式
・最高設計速度
・建設費用の概算など

交通政策審議会への諮問
鉄道部会への付託
中央新幹線小委員会において、審議中

昭和48年

昭和49年～平成20年10月

平成20年12月～平成21年12月

平成22年2月

基本計画線に決定

地形・地質調査の実施

残り４項目調査の実施

全国新幹線鉄道整備法 中央新幹線

昭和49年 他地域に先行して飯伊地区期成同盟会を発足

平成22年5月 飯田駅設置総決起大会

平成19年 JR東海全額自己負担による実現を表明

昭和57年 リニア長野県協議会発足

交通政策審議会への諮問・答申

平成22年5～11月 リニア将来ビジョンの検討・策定

環境影響評価

平成2３年春 答 申 （見込み）

(２)リニア中央新幹線に関する現状

5

中央新幹線小委員会 答申（案）

1.中央新幹線の意義

– 三大都市圏を高速かつ安定的に結ぶ幹線鉄道路線の充実

– 三大都市圏以外の沿線地域に与える効果

– 東海道新幹線の輸送形態の転換と沿線都市郡の再発展

– 三大都市圏を短時間で直結する意義

– 世界をリードする先進的な鉄道技術の確立及び他の産業への波及効果

2.走行方式・ルート・建設主体等

▼超電導リニア方式は、地震時の電力供給が絶たれても「安全確保上」の大きな利点
」がある。

▼南アルプスルートを採択することが適当。

▼営業・建設主体（ＪＲ東海）は、仮に今般の震災のような不測の事態が生じても、経
営の安定を維持しながら事業を遂行することが可能。

（平成23年4月21日発表）

※アンダーライン：新たな追記（変更）分
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6出典：中央新幹線小委員会資料
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8
出典：中央新幹線小委員会資料

9▲ ０．６７５．９７６．４阪和線（JR西日本）19位

２．４７８．２７６．４横須賀線（JR東日本）19位

２．０７７．３７５．７青梅線（JR東日本）18位

０．４７５．７７５．４JR東西線（JR西日本）17位

２．６７６．５７４．５東北線（JR東日本）16位

０．０７４．３７４．３常磐線（JR東日本）15位

▲ ０．１７３．０７３．１東海道線（JR西日本）14位

▲ ０．１７２．５７２．６大阪環状線（JR西日本）13位

３．６７１．９６９．３武蔵野線（JR東日本）12位

２．７６９．２６７．３高崎線（JR東日本）11位

３．８６７．８６５．２南武線（JR東日本）10位

２．７６６．７６４．９中央線（JR東日本）9位

３．８６７．０６４．５京葉線（JR東日本）8位

２．２６５．１６３．７根岸線（JR東日本）7位

２．６６４．５６２．８総武線（JR東日本）6位

２．９６４．３６２．４横浜線（JR東日本）5位

３．０６２．２６０．４東海道線（JR東日本）4位

２．８６０．０５８．３赤羽線（JR東日本）3位

２．９５９．４５７．７山手線（JR東日本）2位

▲０．２５３．２５３．３東海道新幹線（JR東海）1位

改善度（％）03年度営業係数08年度営業係数

JR最新営業係数ランキング ベスト２０

※出典：週刊東洋経済(2011.3)
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10▲０．９２９９．５３０２．１八戸線（JR東日本）20位

▲０．１３０５．７３０６．１釜石線（JR東日本）19位

▲０．７３０９．１３１１．２気仙沼線（JR東日本）18位

３．９３２６．８３１４．１大湊線（JR東日本）17位

０．８３１７．６３１５．１飯山線（JR東日本）16位

０．６３２０．４３１８．３大船度線（JR東日本）15位

１．１３２３．１３１９．４五能線（JR東日本）14位

▲６．６３０４．７３２４．７高山線（JR東海）13位

▲１．０３２６．０３２９．１陸羽西線（JR東日本）12位

▲６．２３１０．５３２９．７身延線（JR東海）11位

▲０．１３３２．５３３２．８花輪線（JR東日本）10位

▲０．５３３３．２３３４．８米坂線（JR東日本）9位

０．５３３８．９３３７．１北上線（JR東日本）8位

０．１３３９．０３３８．６山田線（JR東日本）7位

１．２３４２．９３３８．８只見線（JR東日本）6位

１．２３６５．８３６１．５岩泉線（JR東日本）5位

▲２．２３８０．４３８８．９紀勢線（JR東海）4位

▲４．９３７５．４３９３．９飯田線（JR東海）3位

３．１４３５．７４２２．１参宮線（JR東海）2位

３．７５５５．０５３４．４名松線（JR東海）1位

改善度（％）03年度営業係数08年度営業係数

JR最新営業係数ランキング ワースト２０

※出典：週刊東洋経済(2011.3)

２ リニアを見据えた地域づくり
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(１)日本の社会（人口の波と日本経済）①-1

出典：国土交通省「国土の長期展望」中間とりまとめ
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飯田下伊那の人口が17万人を割り込む

18.45万人

16.95万人

13.60万人

21.48万人

65歳以上

0～14歳

15.00万人

平成39年
リニア中央新幹線
東京－名古屋間

開通予定

飯田・下伊那では、全国よりも速いペースで人口が減少している。
人口（万人）

15歳～64歳（生産年齢人口）

12.14万人

9.49万人

6.98万人

8.00万人

飯
田
下
伊
那
の
総
人
口
の
推
移

(１)日本の社会（人口の波と日本経済）①－２
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人口（千人）
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戦
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個
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義
世
代

15歳～64歳

12.1万人
70歳以上

1.0万人

人口 184,485人

(１)日本の社会（人口の波と日本経済）①-３
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団
塊
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円
高
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成
人
世
代

人口 179,455人

15歳～64歳

11.3万人

70歳以上

2.3万人

Ｈ２年Ｈ２年

飯
田
下
伊
那
の
人
口

(１)日本の社会（人口の波と日本経済）①-４
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バ
ブ
ル
以
降
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今
世
紀
生

人口 169,503人

15歳～64歳

9.5万人

70歳以上

3.9万人

Ｈ２２年Ｈ２２年

飯
田
下
伊
那
の
人
口

(１)日本の社会（人口の波と日本経済）①-５
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今
世
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生

人口 150,027人

15歳～64歳

8.0万人

70歳以上

4.3万人

・・・・・・東京－名古屋間東京－名古屋間 開通予定（開通予定（H39)H39)Ｈ３７年Ｈ３７年

飯
田
下
伊
那
の
人
口

(１)日本の社会（人口の波と日本経済）①-６
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口

(１)日本の社会（人口の波と日本経済）①-７

19

日本の総人口、生産年齢人口は今後減少が予想されている。
飯田・下伊那地域の人口は全国よりも速いペースで減少して
いる。
＝右肩上がりの成長は期待できない。

⇒新規の開発を行うよりも、既存のストックを活かすという考え方が重要。

⇒駅の位置の重要性

生産年齢人口の減少は何を意味するか。
＝活発に消費する世代の減少（国内需要の低下）

＝伝統文化の継承、地域の持続性へも影響

⇒まずは、交流人口の増加、滞留人口の増加による地域の
活性化を。

⇒リニア中央新幹線の早期実現

国からの財政支援は期待できない。

戦略的に住民主体で、リニアを活かし、人材・企業が集る

地域づくりが重要

21世紀型戦略的地域づくり
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総合的に
判断して

② 地域外の人に来てもらう視点・・リニアメリットを活かすのに最も重要

① 地域内の人が外に行く視点

③ 飯田駅設置に向けたコンセンサスの経緯

④ 新幹線の他都市の事例から

リニア効果を最大限に活かす
駅の位置は現飯田駅併設

(２)リニア飯田駅の重要性①－１

21

（ア）駐車場・交通網
（イ）駅のアクセス圏の拡大

② 地域外の人に来てもらう視点・・リニアメリットを活かすのに最も重要

① 地域内の人が外に行く視点

（ア）戦略的な地域づくり
→ 来てみたい・住んでみたい地域づくり
（交通政策審議会－都会では出来ない低炭素社会の構築など）

（イ）駅からのアクセス
→ 飯田下伊那・長野県・三遠南信地域を考慮
→ 高速道路からのアクセス、既存鉄道乗り換え利便性、

路線バスとのアクセス など
（交通政策審議会－トランジットハブ（乗り物の集まる場所）の重要性）

（ウ）行政コストを最小限に
→ 駅周辺整備・都市計画・アクセス道路整備・交通アクセス・

リニア将来構想実現の取り組みなど
→ 既存のストックの活用

リニア飯田駅の設置場所について
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◎ 都市の中心性、拠点性、シンボル性などが必要

(ア) 中心地に駅がある圏域には、人口、事業所、商業等の集積から周辺への

波及効果が大きい。

(イ) 郊外で拠点が複数の圏域では、まちの発展速度は極端に緩やかになる傾
向がある。
（経済成長しにくい。拠点が複数の圏域は、どちらかが衰退する。）

④ 新幹線の他都市の事例から

③ 飯田駅設置に向けたコンセンサスの経緯

(ア) リニア中央新幹線建設促進長野県協議会：答申(案)を尊重することで意
見集約。 （2011/1/11）

(イ) 南信州広域連合・広域連合議会：現飯田駅へ併設を意見集約
（2010/8/27）

(ウ) リニア中央新幹線建設促進飯伊地区期成同盟会：現飯田駅へ併設を意
見集約（2011/2 /16）

(エ) リニア飯田駅を考える会の調査：８割が現飯田駅併設を希望。

23

路線バス経路図
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飯田市周辺の日常的な人々の動きをみると、飯田市を中心とした「通勤・通
学圏」、「商圏」で形成されており、日常的な流動は南信州地域内でほぼ完
結している。

［飯田市周辺の通勤・通学圏の状況（2005年）］ ［飯田市周辺の商圏の状況（2006年）］

出典：国勢調査 出典：長野県商圏調査報告書

+

30km

飯田市

喬木村

豊丘村

高森町

松川町

大鹿村

阿智村

下條村
泰阜村

平谷村 阿南町

天龍村売木村

根羽村

30%以上
20%以上30%未満
10%以上20%未満
10%未満

※常住する通勤・通学者総数のうち
飯田市に通勤・通学する人の割合

飯田市への通勤・通学率※

順位 市町村名
飯田市への
通勤・通学率

1 喬木村 38.5%

2 下條村 34.8%

3 高森町 33.9%

4 豊丘村 30.5%

5 阿智村 27.6%

6 泰阜村 26.9%

7 松川町 19.8%

8 阿南町 18.6%

9 天龍村 14.6%

10 平谷村 10.0%

南信州地域南信州地域

飯田市 喬木村

豊丘村

高森町

松川町

大鹿村

阿智村

下條村
泰阜村

平谷村 阿南町

天龍村

売木村

根羽村

中川村

飯島町

一次商圏（吸引率60%以上）
一次商圏（吸引率30%以上）
二次商圏（吸引率10%以上）

商圏外

南信州地域

※一次商圏は2段階で定義されている。

南信州地域のひろがり

順位 市町村名
飯田市への

通勤・通学率

1 喬木村 38.5%

2 下條村 34.8%

3 高森町 33.9%

4 豊丘村 30.5%

5 阿智村 27.6%

6 泰阜村 26.9%

7 松川町 19.8%

8 阿南町 18.6%

9 天龍村 14.6%

10 平谷村 10.0%
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■リニア駅建設費350億円に対する生産誘発額は約540億円と推計された。
■南信州地域へのリニア開業後の供用されることによる効果（便益）は、単年度で46億円/年、供用
後50年間の現在価値の総和で約1,300億円と推計された。一世帯あたり便益は、2.3万円／世帯・
年であり、東京都とほぼ同程度となっている。

■南信州地域への生産額の変化をみると、約50億円／年増加すると推計された。
■生産額の変化を産業部門別にみると、製造業の約19億円／年増加が最も大きく、次いで、サービ
ス業の約12億円／年増加と推計された。
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［産業部門別生産額の変化］

捉えられている効果

○所要時間短縮効果

○新規企業立地による効果

○人口移動による効果

○新たなビジネスモデルの創出による効果、等

捉えられていない効果

リニア駅建設段階で地域
産業に波及する効果

50年

［総便益］

1,300億円

リニア開業

［単年度便益］

46億円／年

［生産誘発額］

539億円

リニア駅
建設費
350億円

リニア駅建設

施設効果

※空間的応用一般均衡モデル分
析より試算

※産業連関分析より試算

事業効果

リニアが供用されること
によって生じる効果

リニア駅建設段階で地域
産業に波及する効果

50年

［総便益］

1,300億円

リニア開業

［単年度便益］

46億円／年

［生産誘発額］

539億円

リニア駅
建設費
350億円

リニア駅建設

施設効果

※空間的応用一般均衡モデル分
析より試算

※産業連関分析より試算

事業効果

リニアが供用されること
によって生じる効果

(３)リニアの実現による社会的・経済的影響①
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0.95

1.00
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1.15

1980 1985 1990 1995 2000 2005/年

1.00

1.03
1.04

郊外型（12）

郊外型（6）

1.05

1.02

1.05

1.03

1.05

中心型（7）

全国

全国

1.00 全国

新幹線駅の設置都市圏*の人口を駅の設置時期別に分類し、その増加傾向を見
ると、中心地に設置する方が全国平均を上回る傾向にある。

※10%通勤通学圏域：中心となる都市への通勤通学者が１０％以上に及ぶ範囲。

駅開業時期別都市圏人口の推移

中心型（16）

1.04

1.06

1.07

郊外型（8）

中心型（16）

1.00

1.04

1.08

1.09

1.10

1.06

(３)リニア飯田駅の重要性②－２

対内的

対外的

東京
名古
屋

守るべきもの
備えるべきもの

多様な主体

グローバル化
↓

小さな世界都市

地域ブランドの確立
↓

高付加価値都市圏

内外に対して
情報発信

飯田・下伊那地域

アクセス向上

リ ニ ア
飯 田 駅

世
界

世
界

長野県 南の玄関口

三遠南信地域 北の玄関口

(４)リニアを見据えた地域づくり①
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ご清聴ありがとうございました

リニア中央新幹線が走る夢のまちリニア中央新幹線が走る夢のまち
飯田市立追手町小学校飯田市立追手町小学校

二年二年 宮内宮内 逸多逸多 さんのさんの作品作品


